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み
ん
な
集
ま
れ
消
防

広
場
 

防
災
へ
の
認

識
深
め
る
ー
 

防広場 にぎわった 

I

熱
＋
 

コプターによる救助訓練 

平成 8年8月15日 2 

戸 

平粛年度 

八
月
四
日
の
虫
お
く
り
と
花
火
大

会
を
皮
切
り
に
、
四
日
間
に
わ
た
っ

て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
今
年
の
夏
ま
つ

り
も
、
多
く
の
人
出
を
集
め
、
大
盛

況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
 

八
月
四
日
 

虫の先頭をゆく流し踊り 虫のお通りだーい 

j U R 

市無形文化財漆川獅子舞 

あすなろ大太鼓 火をS、く虫 

巾
一
 
』ね
 
ノ
、
い
nノ
 

八
月
三
日
、
市
役
所
お
ま
「
り
広

場
で
県
防
災
（
リ
コ
プ
タ
ー
（
し
ら

か
み
）
に
よ
る
救
助
訓
練
や
は
し
ご

車
搭
乗
体
験
な
ど
を
通
じ
て
防
災
や

防
火
の
認
識
を
深
め
る
た
め
に
、
消

防
広
場
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

会
場
で
は
、
蒸
気
ポ
ン
プ
太
郎
号

放
水
実
演
、
消
防
ク
イ
ズ
、
パ
ネ
ル

展
示
な
ど
が
行
わ
れ
大
勢
の
子
ど
も

た
ち
で
一
日
中
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
 

わあ～広い（ヘリコプター展示） 



,
 

ね
 
ぷ
 

た
 

八
月
五
・
」
ハ
・
七
日
 

ねぷた 昼の運行（ 7 日） ヤツテマレー、ヤツテマレー 

先頭を引〈子どもたち さあ、これから出発だ（集合場所にて） 

、
 

N 
みなさん、おいしいでしよ（そばコーナー） 

太郎号の放水訓練 

り
？”
"
”
」
リ
●
」
“
電
《
甲
《
甲
 

曾
意
の
花
かG〔
 

ど
う
も
あ

り
が
と

う
ご

ざ
い
ま
す
 

。い
ノ
 

送
 

見
 

＠
五
所
川
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
 

〇
高
野
す
ず
ら
ん
コ
ー
ラ
ス
（
福

士
玲
子
代
表
）
H
二
万
円
。
 

⑥
岡
五
所
川
原
市
体
育
協
会
体
育
基

金
へ
 

〇
斎
藤
貢
さ
ん
（
布
屋
町

一
九
）
 

H
十
万
円
。
 

⑥
五
所
川
原
市
美
術
館
建
設
促
進
期

成
会
へ
 

〇
吉
岡
恵

一
さ
ん
（
西
郡
木
造
町

増
田
一
五
 
一
七
）
H
一
一万
円
。
 

〇
岡
青
森
県
社
交
ダ
ン
ス
教
師
協

会
（
三
戸昭
夫
理
事
）
、岡
青
森
県
文

化
振
興
会
議
H
五
万
円
。
 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
印
刷
工
業
組
合
五
所
川
原
支
部
 

（
鈴
木哲
雄
代
表
）
H
寄
贈

（
グラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
用
品

一
式
）
 

ねぷたの勇姿 

グランドゴルフのスティックを贈る鈴木代表 

3 平成8年8月15日 



新
し
い
学
校
を
つ
く
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
とう
 妬2 

'
 ,

(
  

ん
 

六
」
 

由
 

之
ー
 

た
 

‘

ー
 

平
成
八
年
度
 

ー
行
政
連
絡

員
永
年
勤
続
表
彰
ー
 

25年勤続者 松本一雄さん 

永
年
に
わ
た
り
行
政
連
絡
員
と
し
 

て
職
務
に
精
励
さ
れ
市
政
発
展
に
尽
 

く
さ
れ
た
功
績
に
対
す
る
永
年
勤
続
 

表
彰
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
表
彰
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

＠
十
年
勤
続
者

（
二名
）
 

秋
田
 
平
内

（
上川
山
）
 

今
 
佐
太
郎

（
中泉
）
 

⑨
十
五
年
勤
続
者

（
五名
）
 

平
山
 
昭
三
（
雛
田）
 

大
沢
 
拓
三
（
田
園
町）
 
 

柳
原
 
政
次
郎
（
原
子
）
 

長
峰
 
勝
義
（
坂
ノ
上
）
 

今
 
責
 

（
下村
）
 

⑥
ニ
十
年
勤
続
者
（
三
名
）
 

津
川
 
武
雄
（
平井
町
）
 

葛
西
 
富
蔵
（
第
一
一柳
町
）
 

藤
田
 
善
太
郎
（
松
島
町
一丁
目
）
 

＠
ニ
十
五
年
勤
続
者

（
二名
）
 

松
本
 
一
雄
（
新
宮
町
）
 

増
田
 
光
信
（
上
長
富
）
 

（
計
十ニ
名
）
順
不
同
 
敬
称
略
 

人
命
救
助
で
 

表

彰
 

市
内
新
宮
町

の
神
さ
ん

ー
 

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
（
管

理
者
・
佐
々
木
策
造
市
長
）
は
七
月

一
一十
三
日
、
市
内
新
宮
町
の
自
営
業

神
新
三
さ
ん
（
六
〇
）
を
人
命
救
助

功
労
者
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。
 

神
さ
ん
は
六
月
十
六
日
に
市
内
の

ア
パ
ー
ト
で
発
生
し
た
火
災
で
、
出

火
場
所
の
二
階
の
窓
か
ら
、
下
で
受

け
と
め
て
母
子
二
人
を
救
助
し
ま
し

た
。
 

表
彰
式
で
は
佐
々
木
市
長
が
、
神

さ
ん
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
、
 

危
険
を
冒
し
て
二
人
の
人
命
を
救
助

し
た
こ
と
に
対
し
て
感
謝
を
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
、
母
子
を
救
助
し
た
時

の
状
況
を
神
さ
ん
は
「
と
つ
さ
の
こ

と
だ
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

松
島
小
学
校
一一
年
生
感想
文

学
校
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
か
た
（
 

風
が
ふ
い
て
い
る
と
き
も
、
が
ん

ば
っ
て
あ
り
が
と
う
。
 

お
か
げ
で
ひ
ろ
い
し
、と
「
て
も

き
れ
い
で
す
。ぼ
く
は
、こ
ん
な
学
校

を
、
お
し
ろ
み
た
い
と
お
も
い
ま
し

た
。
学
校
で
は
、
と
し
ょ
し
つ
で
ね
 

「
こ
ろ
が
っ
て
本
が
よ
め
ま
す
。
だ

か
ら
、
す
ご
い
で
す
。
そ
し
て
、
音

が
く
し
つ
で
は
、
み
ん
な
の
ぶ
ん
ピ

ア
ノ
が
あ
っ
て
、
お
ま
け
に
、
耳
に

つ
け
て
じ
ぶ
ん
の
ひ
い
た
音
だ
けき

こ
え
る
よ
う
に
し
て
あ
る
か
ら
す
ご

い
で
す
。
そ
れ
に
、
ろ
う
か
も
ひ
ろ

い
で
す
。
あ
と
、
ふ
る
い
学
校
に
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
な
い
の
に
、
あ

た
ら
し
い
学
校
で
は
、
コ
ン
ピ
ユ

ー
 

工
藤
寛
之
く
ん
の
学
校
の
絵
 
 

タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
ま
え
は

ま
な
ぶ
く
ん
で
す
。
ぼ
く
は
、
雨
ゆ

き
の
と
き
も
が
ん
ば
っ
た
か
ら
す
ご

い
と
お
も
い
ま
し
た
。
 

エ
藤
 
寛
之
 

だ
い
く
さ
ん
、
あ
た
ら
し
い
学
校

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ぼ
く

は
、
ち
ょ
っ
と
き
ず
を
「
け
て
い
る

け
ど
、
も
う
「
け
て
い
ま
せ
ん
。
》
」
 

ん
な
学
校
は
、
は
じ
め
て
見
る
よ
。
 

ぼ
く
は
、
い
つ
も
、
お
に
か
い
に
い

っ
て
、
と
し
ょ
し
つ
に
も
、
い
く
と

き
も
あ
り
ま
す
。
た
い
い
く
か
ん
も

つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。
ほ
か
の
学
校

よ
り
あ
た
ら
し
い
学
校
で
す
。ま
た
、
 

あ
そ
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。
 

毛
内
 
淳
貴
 

25年勤続者 増田光信さん 

平
成

8
年
度
 

市
 
県
 
民
 
税

（
第
2
期
）

＞
勾
月
更

土
 

町
民
唇
叡
野

影
万
接
の

納
期
限
は
 

「ー
ー
 

9
月
2
日
（
月
）
で
す
 

毛内淳貴くんの学校の絵 

平成8年8月15日 4 



全
国
牧
水
サ
ミ
ツ
ト

・
フ
ォ

ー
ラ
ム
に
向
け
て
m

一
 

山
蘭
の
ハ
カ
野
郎
、
喧
嘩
し
た
く
ば
出
て
来
い
H
 

g
”
二
 
き
ぐ
ソ
ち略
可
了
庁

j
 

りー
で
？
‘
．、
r
、
の
4
』
争
、
 

響
w

葺
戸
語
磐
 

発
ひ
ノ
・
か
、
ア
z

7
了

か
（
ー
 

、
1
を
，」
を
い
了

・
法
ム
？
 
二
 

5 
牧水から山蘭へあてたハガキ（大正 3 年～ 6 年） 

平成8年8月15日 	 五所川原市役所 公35-2111 

問
 
牧
水
と
山
蘭
は
、
大
変
仲
が
よ

か
っ
た
と
聞
い
て
ま
す
が
何
か
ェ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

答
 
二
人
は
酒
が
い
け
る
の
を
よ
い

こ
と
に
、
会
っ
て
飲
ん
で
は歌
の
批

評
に
花
を
咲
か
せ
、
そ
こ
か
ら
歌
論
 

（
発
展
し
半
ば
抗
論
口
調
で
や
り
と

り
し
て
い
ま
し
た
。
二
人
の
関
係
を

裏
打
ち
す
る
よ
う
な
牧
水
の
な
ぐ
り

書
き
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

山
蘭
の
バ
カ
野
郎
 

喧
嘩
が
し
た
く
ば
出
て
来
い
 

前
に
徳
利
の
林
を
き
づ
き
 

う
し
ろ
に
お
若
さ
ん
の
後
援
あ
り

何
篠
足
下
を
畏
れ
ん
や
サ
 

山
蘭
大
人
酔
「た
ぞ
ノく
 

悲
し
み
だ
？く
 

柿
の
花
が
切
り
に
散
る
 

人
生
の
哀
愁
何
時
の
日
に
か

尽
き
む
 

ど
ん
な
に
牧
水
が
山
蘭
を
た
よ
り

に
し
、
心
か
ら
信
頼
し
き
っ
て
い
た

か
、
そ
の
様
子
が
手
に
と
る
よ
う
に

わ
か
る
文
で
あ
る
。
 
 

問
 
和
田
山
蘭
と
加
藤
東
離
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

答
 
和
田
山
蘭
は
明
治
十
五
年
に
現

在
の
五
所
川
原
市
大
字
吹畑
に
生
ま

れ
た
。
青
森
県
師
範
学
校
を
卒
業
し

て
教
職
に
「
い
た
が
、そ
の
頃
か
ら

絵
画
と
短
歌
に
興
味
をも
ち
隣
村
（現

在
の
漆
川
）
の
加
藤
東
離

（
本名
定

市
）
と
交
遊
し
、
明
治
三
十
九
年
に

は
二
人
に
よ
る
新
派
和
歌
研
究
会
r蘭

菊
ム戸
を
結
成
し
た
。二
人
は
回
覧
雑

誌
を
発
行
す
る
か
た
わ
ら
、
作
品
を

中
央
の
新
聞
、雑
誌
な
ど
、又
、東
奥
 
 

日
報
、
陸
奥
新
報
に
投
稿
し
て
い
た
。
 

明
治
四
十
四
年
に
短
歌
雑
誌
「東
北
」
 

を
創
刊
し
、
中
央
文
壇
人
に
も
執
筆

の
場
を
与
え
大
正
昭
和
に
続
く
多
く

の
本
県
文
壇
人
を
育
て
る
働
き
を
し

ま
し
た
。
ま
た
、
若
山
牧
水
が
創
刊

し
た
「
創
作
」
に
も
投
稿
し
二
人
は

高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。
山
蘭
は
、
 

牧
水
に
さ
そ
わ
れ
て
大
正
二
年
七月

に
中
央
歌
壇
人
を
目
指
し
て
上
京
し
、
 

東
離
は
、
地
元
に
残
り
旧
松
島
村
十

一
代
目村
長
に
な
り
村
の
た
め
尽
力

し
ま
し
た
。
 

八
月
一
一十
四
日
国
 
オ
ル
テ
ン
シ
ア
 

9
時
3
0分

、
9
時
5
0分
・
開
会
行
事
 

9
時
5
0分

、
1
0時
1
0分
・
短
歌入
賞

者
表
彰

（
選
者
一若
山
旅
人
氏
）
 

1
0時
2
0分

、
1
0時
5
0分
・
合
唱
（
牧

水
の
歌
）
 

五
所
川
原
女
声
コ
1
フ
ス
 

五
所
川
原
少
年
少
女
合
唱
団
 

1
1時
5
1
2時

・
記
念
講
演
 

若
山
旅
人
氏
（
牧水
長
男
・
歌
人
）
 

1
2時
5
1
3時
・
昼食
、
休
憩
 

1
3時
5
1
4時
3
0分
・
フ
ォー
ラ
ム
 

「現
代
に
生
き
る
歌
人
牧
水
ー
 

そ
し
て
山
蘭

・東
離
と
の
友
情
」
 

司
会
者
臼
田
昭
吾氏
（
弘前
大
学
教授
）
 

報
告
者
若
山
旅
人
氏（
牧水
長
男
）
 

和
田
 現
氏
（山
蘭
次男
）
 

渡
辺
邦彦
氏
（東
郷
町
教
育長
）
 

林
 
茂
樹
氏
（
沼
津
市
 

牧
水
会
理
事
長
）
 

藤
岡
武雄
氏
（
日本
大
学
教授
）
 

1
4時
3
0分
5
1
4時
4
0分
・
閉
会
行
事
 

1
4時
5
0分
5
1
6時
3
0分
・
歌
碑
献
酒
 

（
牧水
公
園
）
 

牧
水

・山
蘭
交
遊

書
簡
展
示
 

と
 
き
 
八
月
ニ
＋
「
一・
ニ
十
四
日
 

九
時
5
＋
八
時
 

（当
日
無
料
）
 

と
」
ろ
 
歴
史
民
俗
資
料
館
 

和
田
山
蘭
（
あ
て
た
、
若
山
牧
水

か
ら
の
友
情
と
、
ユ

ー
モ
ア
あ
ふ
れ

る
、貴
重
な
交
遊
書
簡
の
展
示
で
す
。
 

和
田
山
蘭
の
自
画
像
 

加
藤
東
籍
氏
 



津軽親善大使紹介コーナー 油．9 

虹皿圭JtJft 
～、 

～五所川原へのメッセージ～ 

   

五所川原市の思い出  ほこれる五所川原 

おお たき しよう へし、 

大滝昌平さん（38歳） 

通商産業省資源ェネルギー庁 

（元青森県企業立地課長） 

東京都千代田区霞ケ関1-3ョ 

まず、始めに津軽親善大使として御推薦頂

いたことに心からお礼を申し上げるとともに、 

微力ながら精一杯努めさせて頂きます。 

， 私が県の企業立地課長（その後工業立地課

長）をしていた時、貴市と仕事上関係があっ

たわけですが、貴市は市独自、県主催に関わ

らず企業誘致の事業に極めて積極的に対応さ

れており、 67市町村のうちで も印象深い

自治体のーつでありました。特に、佐々木市

長は企業誘致に深い理解をもたれ、 自ら行動

している姿に、私たちも励まされるとともに

責任を痛感したものです。 

また、個人的にも貴市は、思い出深い町で

した。新しい名物として、果肉まで赤いリン

ゴを紹介され、家族そろって、 リンゴの花の

咲く道を歩いたことや、虫送りのお祭りに招

待され、闇の中で燃える 「虫」に花火が美し

かったことを思い出します。 

これらの楽しい思い出を下に、 また、新し

い情報も踏まえ、県外における情報発信者の

一人として頑張りたいと思っています。 

』、く 	し 	 あきら 

福 士 明さん（62歳） 

（掬日本冷食東京営業所所長 

東京五農同窓会会長 

東京都町田市南大谷131 5-19 

「田舎はどこて三すか」 とよく聞かれノる。 

「津軽は五所川原てH一」 と答える。 

「やっぱり東北人てH一か。時々田舎ナマリ

が出ますので。」 

これから私の津軽弁講座が始まり、第一に 

「ナ」 と 「ワ」の解明となる。 

昨年在京同窓会で津軽弁大会を催した、参

加人員数を心配したが大受けとなり、 恒例の

行事として取り入れる考えである。そして、 

津軽五所川原には「赤いリンゴ’」があるんだ

よ、皮を剥けば中身も赤く、 これを原半斗にワ

インやジャムを製造し、美味は良札つきであ

る。又五所川原の「スッポン」 はリンゴを餌

にし飼育しているので肉は柔らかで味は良し、 

一度食べてみるが良し 

このパターンが、私が田舎を紹介する日常

の会話の流れである。 

平成 8年8月15日 6 

r 



『防ごう 0-157感染』 
（ン157による食中毒が全国的に多発してい

ます。県内でもすでに、八戸市と黒石市で発

生がありました。 
この食中毒は出血を伴う下痢や腹痛を主な

症状とし、死亡する例もあります。また、少

量の菌でも発病するという特徴をもっていま

す。予防することが何よりも大切てH二 

次のことに注意して感染を防ぎましょう。 

.I‘ 	 ①食品の保存、う重お般、 

,、素公ニ 	 調理にあたっては 

ー Aど六 	 衛生的に取り扱い、 

'1、 	 汚染が心配されノる 

ものは十分に加熱

しましょう。 

②冷蔵庫や冷凍食品

を過信しないよう

にしましよう。 

③食品を扱う時は、手や調

理具をI売水で十分洗う。 

特に生肉（解凍した肉汁

も含めて）が触れたまな

板、包丁、 スポンジ、ふ

きん、食品等は熱湯等て二

十分消毒、乾燥させてく

ださい。 

(0-157は75C で 1分間

以上の加熱や消毒剤で容

易に死滅します） 

④調理した食品は速やかに 

食べるようにしましょう。 

（⑤食事消1丁、用便後は必ず手 

洗いをしましょう。 

⑥飲半初くの衛生管理に気を

つけましょう。井戸水や

受水槽の取り扱いに注意

しましょう。 （定期的に

水質検査を行うこと。） 

もしノ 血の混じった下痢があったら 

1．すぐに医師の診察を受けて、指示に従い

ましょう。乳幼児、お年寄り等抵抗二力の弱

い人は特に注意しましょう。 

2．患者の便を処理するときには、 ゴム手袋

を使月手するなどして衛生的に処理してくだ

さい。もしまちがって触れた時は逆性せっ

けん（薬用）や70％アルコールて二消毒した

後、I流水で十分洗い折iしましょう。 
3．患者の便に汚染されプと衣類は煮沸や薬剤

で消毒し、家族のものとは別に洗濯し、天

日で十分に乾かしましょう。 

4．患者が入浴する際は、乳幼児との混浴を

控えましよう。下痢している場合はシャワ 

ー浴て子すませるなどしましょう。 

☆ 日頃から、バランスのとれプと食事を摂り、 

規則正しい生活を送るなどして抵抗力をつ

けるようにしましょう。 

☆ 8月1日に配布したチラシ「食中毒．ク」 

をもう一度ご覧ください。 

レ間い合わせ 〇五所川原保健所雪34 一 2108 
〇市民生福祉部はつらつ女悦横果 

雪内線 232・234 
※ なお、市役月斤には「五所川I京iii 0- 157 

了弔方舞t策会議」 を設置しました。 

定期税務相談所の 
ふII 	目“匂 

開 設， 

7 平成 8年8月15日 

お知らせ 

ン開設月日 平成 8年9月から毎月第 2水曜

日 （ただし、 2月、 3月、 7月、 8月

を除く） 

＞時間 	10 】 00-- 15 】 00 

>場所 市役所 親七13サーービス課 

雪 35 - 2111 内線221 

ン相談項目 相続税、贈与みt、譲渡や年金の

所得税などに関すること。 

>相談担当者 税務相談室青森分室 税務相

談官 

※ 納税者の方が気軽に税金についての相談

ができるよう、税務相談所を開設しました。 

税務相言炎室では、 自主的に正しい申告と

納税ができるよう、税全般にわたって才目談

に応じております。 

相談は匿名で無料て三す。 

「活彩あおもり嘗聖悪ー＝m…藍かー二… 

若年者雇用奨励制度」 
説明会寧細 

県では、若年者の県内就労を支援すること

を目的とした「活彩あおもり若年者雇用奨励

費補助事業」をスタートさせ、五所川原市で

も、 これに合わせて若年者雇用奨励制度を予

定してル、ます。 

この制度は、 中小企業事業主が平成 8年4 
月以降に25歳未満の若年者を新規に雇いフdt、 

1年以上継続して雇用し、事業所の労働者が

増えている等、一定の要件にあてはまる場合

増員となった若年者1人につレvて20万円を五

所川原市から事業主に交イ寸するものです。 

事業主に対する県による制度の詳しい説明

会をi欠の日程で開催しま・すので、お知らせし

ます。 

ン開催日時 8月28日（水） 13 】 00 
ン開催場所 県五所川原合同庁舎 

五所川原市栄町10 
レ問い合わせ先 市商工振興課 容内線381 

五所川原市役所 容35-2111 

「響麟難響麟難麟麟舞難難無舞癖岡 
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平成 8 年度 

回ごみ減量化懇談会の開催 

日程と場戸Ii 	各会場18 : 30より 

月
  

日
  

曜
日
 

開 催 場 所 

8
  

9
  

26 月
  

高 野 文 化 セ ン タ ー 
コミュこニテイセンター七和 

27 火
  

福山コミュニテイ消防センター 
コミュニテイセンター長橋 

28 水
  

中 	泉 	集 	会 	所 
コミュニテイセンター梅沢 

29 木
  

吹畑コミュニテイ消防センター 
コミュニテイセンター松島 

3
0
 

2
  

金
  

月
  

コミュニテイセンター飯詰 
十 	川 	集 	会 	所 

コミュニテイセンター中川 
桜 	田 	集 	会 	所 

3
  

火
  

毘沙門・長富コミュニテイセンター 
長 富 消 防 セ ン タ ー 

4
  

水
  

コミュニテイセンター三好 
高 瀬 消 防 セ ン タ ー 

5
  

木
  

ノ」、 曲 農 村 婦 人 の 家 
コ ミ ュニテイセンター栄 

6 金 藻 川 消 防 セ ン タ ー 

24 火
  

森 の 家 集 会 所
しきしまコミ七エニテイセンター 

25 水
  

中央コミュニニテイセンター 
富士見コミュニテイセンター 

26 木
  

央
 
公
 
民
 

中 湊
 
館
所
 

集
 
会
 

平成 8 年度 

市合同金婚式 

ン対象夫婦 婚姻以来50年（昭和21年婚姻） 

を経過したご夫婦 

ン申し込み締め切り 9月20日（金） 

※日時、場所については、追ってお知らせし 

ます。 

ン申し込み・間い合わせ 市福祉事務所高齢 

者対策課（雪内線546）又は各支所 

ごみ焼却炉のー・ 

斡旋をいたします 
ごみ減量化対策の一環として、各家庭に簡

易なごみ焼却炉を斡旋することになりました。 

レ斡旋価格 

大 10,300円（消費税込み） 

ノ」、 7,500円（マ肖費税込み） 

規 格 

大 高さ 本体60cm（煙突含110) 

幅4Ocnl 容量74統 

ノ」、高さ 本体50cm（煙突含 98) 

幅35cm 容量48認 

mi寸熱ホーロー 

D申し込み期限 9月17日（火） 

レ申し込み先 市生活環境課 雪内線231 

注） プラスチック、 ビニーノレ、 トレー類の黒 

煙の出るものは、燃やせません。燃やせな 

いゴミの日に出してください。 

第13回 

スポーツ医事相談室の開設 

レ日時 8月22日（木） 15 : 00-17 : 00 

レ場所 市保健センター（市働く婦人の家） 

>主催 市教育委員会・市体育協会・北五医 

師会 

＞申し込み先 市教育委員会生涯スポーツ課 

内 客35 - 2111 内線570 

ン申し込み締め切り日 8月19日（月） 

レその他（1）相談米斗は無料です。 

(2）事務局に申し込み用紙がありま 

すのでご記入の上提出してください。 

県民手帳・県勢グラフ・青森県統計年鑑の

予約申し込みについて 

青森県統計協会では平成 9年度版刊行

物の頒布をいたします。予糸勺申し込み書

は後日各町内会より回覧となりますので

よろしくお願いします。 

Iロ」い合わせ 

市企画調整課統計係 内線462 

平成8年8月15日 8 
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わが町の小さな旅 

第4回施設見学 嘉」ン，ン」 牙ラこ男’竪凸烹国 津軽富 L 八景めぐり一一 
岩木山と一緒に市等の施設を見学しませんか。 

>見学施設 菊ケ丘水郷公園、堺野沢ため?th 
津軽フラワーセンター、馬神山、飯詰 

ダム、毘沙門牧場、牧水公園、ェルム 

大橋 

＞日程 8月29日（木） 9: 30出発 

ン集合場所 市役所正面玄関前 

ン対象 魂受市民、 どなたでも 

ン会費 昼食代として500円（当日徴収） 

D応募方法 電話にて（先着定員になりしだ 

い締め切り） 

D申し込み・問い合わせ 

市総務課 合内線404 

経理事務長期技術講習会 

受講者募集 
女性が就業するために必要な技術、技能を

習得させ、就業の機会拡大を図るため、講習

会を開催いたします。 

>応募資格 商業簿記 3級の取得を目指し、 

経理事務等の就業を希望する女性で、 

全日程を出席できる人。 

ン日時 9月27日（金）から11月14日（木）まで 

21日間（但し、土曜・日曜日を除く） 

9 : 30-15 : 00 
レ場戸I〒 五所川原市働く婦人の家 

＞募集人員 20人（応募者多数の場合は 9月 

12日才由選） 

ン受講料 無料（但し、教材費1,700円） 

>申し込み方法 五所川原市働く婦人の家内 

青森県女性就業援助センター五所川原 

駐在に直接来所 ”35 - 8898 
レ申し込み期間 9月 2 日（月）~ 9月10日 

（火） （土・日を除く） 9 : 00-15 : 30 
＞持参するもの ノート、 ソロバンか電卓、 

定規、筆記用具（消しゴム、鉛筆、ボ 

ールペン赤と黒） 

9 平成 8年8月15日 

募 集 

五所川原市コミュニティカレッジ 

（地域振興大学）講座開設 

＞とき 9月21日から11月30日まて三の毎週土

曜日 （10月19日と11月23日を除く。） 

[9日間〕 	13 : 30---16 : 30 
>ところ 青森職業能力開発短期大学校 

（市内飯詰） 

>対象者 市内に住所を有する人（社会人） 

又は市内に勤務する人 

ン募集人員 20人（定員になり次第締め切り 

ます。） 

レ募集期間 8月19日（月）~9月 2 日（月） 

レ受講料 無料 

巨申し込み先 教育委員会生涯学習課 

雪35 一 2111 内線555・556 
レ講座内容 ウィンドウズ95、 ワープロソフ 

ト 「ワード」、 表計算ソフト 「エクセ 

ノレ」 とデータベースソフト「アクセス」 

を使いパソコンを操作する。 

回次 月 	日 講 	座 	内 	容 

9月21日 
（土） 

開講う三1こ 

【文書処理の基本技術】 
・Word 7.0 for Win95の基本操作 
・起動と終了 
・文字データの入力と書式設定 

2
  

9月28日 
（土） 

【文書処理技術】 
・文書スタイルの設定 
・印刷スタイルの設定 

ハJ
  

10月 5 日 
（土） 

【罫線処理技術】 
・表・罫線の挿入 
・表のフオーマット 

4
佳
  

10月12日 
（土） 

【オブジエクト挿入技術】 
・レイアウト1率の挿入 
・図／オブジエク トの挿入 

に
J
  

10月26日 
（土） 

【表計算処理の基本技術】 
・Excel 7.0 for Win95の基本技術 
・起動と終了 
・数値データの入力と書式の設定 

6
  

11月 2 日 
（土） 

【グラフ処理技術】 
・グラフの挿入 
・グラフの書式設定 

7
  

11月 9 日 
（土） 

【デ一タ処理技術】 
・デ一タの並べ替え 
・フイノレタの作成 
・データの集計 

8
  

11月16日 
（土） 

【マクロ処理技術】 
・・マクロの作成 
・マクロの実行 

ロ
J
 
 

11月30日 
（土） 

【データべース処理の基本技術】 
・Access 2.0の基本操作 
・データべースの設計と操作 

閉講式二 

五所川原市役所 公35- 2111 

4 

, 



働く婦人の家 

牛 C ミ壬〇呈蓄〇囚ス 
エ 、／ /口一 ” 一 I土 

受講生募集, 

講座名 講 	師 期 時 間 

七 宝 焼 き 田名部 裕子 

9 月 4 日～ 

10月23日 

毎週水曜日 

(8回） 

18:30-- 
20:30 

レクリエーション 

ダンス 
山 内 	政 

9 月10日～ 

10月29日 

毎週火曜日 

(8回） 

18:30- 
20:30 

フアミリー 
クッキング 

工 藤 洋 子 
9 月14日田 

(1回） 

13:30- 
16:00 

レ申し込み問い合わせ先 働く婦人の家（新町） 

か 35 - 8898 FAX35 - 8953 

料理教室「200ボルトクラブ」 

参加者募集 
レ日時 9 月 5 日（木）、 9 月12日（木） 

※いずれかの日にちで、お申し込み 

ください。 

時間は10 : 00 - 13 : 00まて各 

レ場所 東北電力欄 五所川原営業所 

（田町113-1) 2階 電気教室 

ン募集人員 それぞれ 15 名。 定員になり次 

第、締め切らせていただきます。 

レ教材費 500円 

レ申し込み方法 8 月27日（火）までに、電話 

でお申し込みください。 

ン申し込み先 お客様サービス課 

O 35 - 2151 内線 335 （小坂までト） 

交通安全は家庭から 

交通事故概況 
（平成 8 年 7 1121日現在l 

青 森 県 内 五所川原警察署管内 

発 生 4,280 
(-2) 

1
+
 
9

3
 
0

5
  死 者 6

一
 

に
リ
。
J
 
 

qソ
ー
  

一
 

 

傷 者 5,1 79 
(-4 5) 

225 
(+3 1) 

（ 、内は、前年対比 

五所川原市交通安全対策協議会
五 所 川 原 警 察 署 

運転はゆったりハートにしっかりベルト 

きれいな街づ〈りを支援する 

『五所川原家族フリーマーケット。開催 

岩木川河川まつり同時開催 

あなたも参加してみませんか！ 

⑥参加米斗は環境美化活動への支援金として活 

用させていただきます。 

レ開催日時 9 月15日（日） 

10 : 00 - 15 : 00 

レ開催場所 岩木川マ可川敷（北斗グラウンド） 

レ申し込み 

①参加料 2,000円 

②申し込み期間 9 月 5 日（木）まて二 

③申し込み先 市生活環境課 

廿 35- 2111 内線231 

I獣35一3617 

※参加半斗を添えて上記までお申し込み 

ください。 （電話でお申し込みの場 

合は住所、氏名、電話番号をお知ら 

せください。 参加恥十は後日でも結構 

です。） 

勤労青少年ホーム 

「くらしと趣味の教室」 

ー 一一一一―― 受講生募集 

レ対象者 市内に住所、又は勤務する勤労青 

少年でおおむね15歳～30歳までの男女

レ受講料 無米斗（但し、材料費は本人負担） 

）受講時間 18:30 ~ 20:30 

レ期間 9 月 3 日 ～ 11月14日まて各 

レ申し込み締め切り 8 月29日（木）までト 

但し、定員になり次第締め切ります。 

ン申し込み 勤労青少年ホーム 廿34 - 3602 

レ募集内容 

曜日 教 室 言っ 屍頁 回数 講 	師 

火
  

料 	理 15 10 山 本 	淳 

陶 	芸 15 10 秋 元 雅 博 

茶 	道 15 10 一 戸 次 江 

は が き 絵 15 10 角 田 早津子 

水 社交ダンス 20 10 山 本 良 吉 

木
  

着 付 け 15 10 鶴 谷 公美子 

い け ば な 15 10 斉 藤 啓 子 

筆 ペ ン 字 15 10 角 田 早津子 

金
  

組 	ひ 	も 15 10 鶴 谷 公美子 

手 	芸 15 10 天 内 	玲 

平成 8年8月15日 10 



国際交流『夏の交流会』の開催 
去る 5月に発足した五所川原市国際交流市民の会主

催による『夏の交流会』は、下記の要項で開催されま

す。会員のみならず、国際交流に関心のある方の参加

も歓迎致します。共に今後の五所川原市の国際交流の

課題を探り合いたいと思います。 

	 開 催 要 項 

レ主催 五所川原市国際交流市民の会 

レ期日 8月24日（土） 

ン会場 五所川原市金山『津軽金山焼』 

ン会費 500円（バーベキュー、焼きそば、ジュース等） 

陶芸教室参加の方は外に粘土代（1均）1,000円 

ン参加申し込み 8月20日因までに下記のどなたかに電話で 

千葉（35-7567）松宮（29-3350）浅見（35 -8121) 
レ日 程 

受付 	 12:30-13:oo 
はじめの会 

外国の方（ゲスト）のお話 	13: 30-15】 00 
陶芸教室 	 15: 00-17: 00 
野山の散策 	  （どちらかを選ぶ） 

（申し込みの時にどちらにするかをお知らせください） 

バーベキュー、焼きそば、語り合い 17:00-18:30 
キャンプファイヤー、楽器演奏、歌など 18:30-20:45 
終わりの会 （以上の日程の部分参加でも結構です） 

＞その他 送迎の車はありません。各自で参加してください。 

新たに会員加入（年会費1,000円）も歓迎します。 

門●加〈ノIノーズ〉●加 -14ー  

u 私の健康づくり 

    

f・
‘
、川
‘、
、
 

身体を動かし、はつらつ人生 

成 田留四郎さん 
(83歳） 

ノーーロ、J＃ 	原子字紅葉59-2 

今回は俵元地区の健康相談でお会いする、 

いつも 「はつらつ」 としている成田さんに、 

その秘訣を教えて頂きましたので紹介します。 

「まみしい」 といわれる成田さんの一日は

朝4 時の起床から始まります。 そしてすぐコ

ッフpl 杯の水を飲み（胃を洗うという意味で）、 

タワシで全身をマッサージし、健康体操とし

て三点倒立、股開き（開脚）、腕立てふせ 50回、 

首・腰の運動の後に、近所の友人と楽しく言舌

をしながらゲートポ’ールをして、おもいきり

身体を動かしています。 これらは艦12O年以上

続いており、朝食前の日課となっています。 

「やらなければ」 という気負いはなく 「やら

ないと何となくスッキ I) しない」 のだそうでト

す。 40-50歳代の頃は健康についてあまり考

えなかったが 「どうすれば、 まみしぐいれる

か」 と思い、 そのために自分に合った方法を

考えたところ、 もともと好きだった身体を動

かすことを‘思いついたのだそうでトす。 

現在、身体で悪いところはないし風邪もひ

かずに過ごせたことは 「やってることが、身

体に効いているんだろうな」 と話していまし

た。 

これからも、 自分なりの健康法を続けてい

きたいという成田さん。 自分流の自実樹本で生

活し 「長く達者に生きたい」 という」思いを達

成しつつあることが、 どうやら笑顔のもとに

なっているようです。 

篇蕊扇葡藷蕪厳範と5〒コ 
お気軽にご利用ください 

対象：市内にお住まいの方で、ご自身及び家族の 

健康の事で心配されている方、自分にあっ ！ 

た健康づく りを見つけたい方 

内容】心の相談、病気の相談、血圧相談等保健婦 

が相談に応じています。 

持参するもの：健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

コミュニテイセンター長橋 8月30日固 13:OO-14:30 

毘沙門・長富コミュニテイセンター 9月 9 日（月） 10:30-12:O0 

11 平成 8年8月15日 

豊作祈願 商売繁盛 

[,廻へっちょ踊りコンテスト 

レと き 8 月25日（日） 14: 00 

ンところ 大町路上 

レ間い合わせ 五所川原商工会議所 

総務課 か35 - 2121 

、 

1 母と子の平和写真展 
~ ～今一度平和について考えてみましよう～ 
I Dとき 8 月31日（カ、 9 月1日（日）の 2日間 

I  
I レところ 杢と緑の小谷園 ギrラリー 
I レ内容 ’原爆パネル展示 ’紙しばい 

I  
I 	‘戦時中の食べ物を再現（大干艮飯、 カポチャ 

I 	もち、 ジャガ手すいとん） 

~ン主催 生活協旦組令 コープあおもり 
)II原地域 廿34 - 6632 

五所川原市役所 容35-2111 



はつらつ女性課内線232・234 

すこやか発育相談 

>場所 働く婦人の家・市保健センター 

（新町バス停前） 

>持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

(6カ月児のみおしぼり、ベビースタイ） 

開設 日 時 	間 内 	容 

9月17日 
6カ月児 受付時間 

（火） 離乳食の試食 
健康相談 12 : 30- 
（対象児） 

平成8年 
12 : 45 

発達相談等 

2月生まれ 

10 : 00- 成長・発達相談 

9月 4日 12 】 00 

（水） 
13 : 00- 母子健康手帳の 

15 】 00 節目（9 --10カ 

母と子の 10 : 00- 
月、 1歳、 2歳 

相談 日 12 : 00 
等）の相談 

9月18日 13 : 00- 
育児・遊び・栄 

（水） 15 : 00 
養（離乳食等） 

※午後は 
相談 

予約相談 

※予糸勺相談は随時、電話で受けイ寸けていまり二 

すく すく健診 
＞場所 働く婦人の家・市保健センター 

（新町バス停前） 

ン受イ寸時間 12:30'---12 】 45 
ン持参するもの 母子健康手帳、バスタオノレ 

対象 児 期 日 二主な内容 

4力月児 

健 	診 

平成8年 

4月 

生まれノ 

9月 3日 

（火） 

小児科診察

神経芽細胞

腫検査セりノ

ト配布 

育児情報交

換等 

1歳 

6力月児 

健 	診 

平成7年 

3月 

生まれノ 

9月24日 

（火） 

小児科一診察

歯科診察 

発達相談等 

歳
  

3健
 
児
診
 

平成5年 

3月 

生まれノ 

蒼糾固人通

知しまブ二 

9月19日 

（木） 

小児科歯科

診察 

視聴覚検査

発達相談

尿検査 

（尿を小ヒぐ

ンに入れプて

持参すると 

便利です） 

※お願い （ユ)4カ月児健診に来れなかった方

は神経芽細胞腫（小児がん）検査セ

ットを配布しますので、母子健康手

帳を持参のうえ、はつらつ女性課窓

口にもらいにきてください。 

②病気療養中（特に伝染性の病気） 

体調の良くない子供さんはご遠慮く

ださい。翌月の健診を受けることが

できますのでご連絡ください。 

献血のご案 Pち国 
献血にご協力いただいた方には、健康管理

に役立つ血液検査ーサービスを行っています。 

その結果は経J2週間後に親展にてお送りレ、 

たします。 

期 	日 時 	間 場 	 所 

8月28日 

（水） 

9 】 30---1O 】30 金山昭和館前 

協賛 	赤＋月 戸奉仕団松島分団 

11 :OO---12: 30 農村婦人の家前 

協賛 	赤十E 戸奉仕可  小曲分可 

13:30-16:00 開大久保製作所前 

協賛 赤十字奉仕司 長富分団 

五所川原市役所 合35- 2111 

多血小板血葉成分献血 

多血小板血葉成分献血は、医療機関から要

望の多い血小板と血景成分をいただき、赤血

球成分は体内へお返しします。赤血球は、血一

液中で も回復の遅い成分となっているため、 

からだの負担が少ない献血です。 

※ 予糸勺制となっておりますので、希望者

は 8月27日（火）までにご連絡願います。 

期 	日 日寺 間 場 	所 

9月 2日 9: 30 - 新町 

（月） 14 : 15 市保健センター 

平成8年8月15日 12 
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